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特
集
Ⅰ 

私
が
選
ん
だ 

日
本
映
画
歴
代
ベ
ス
ト
３ 

 

①
東
京
物
語 

 

小
津
安
二
郎 

 

１
９
５
３
年 

５ 

②
七
人
の
侍 

 

黒
澤
明 

 
 
 

１
９
５
４
年 

４ 

③
浮
雲 

 
 
 

成
瀬
巳
喜
男 

 

１
９
５
５
年 

３ 

 

④
生
き
る 

 
 
 

黒
澤
明 

 
 

１
９
５
２
年 

 
 
 

２ 

④
幕
末
太
陽
傳 

 

川
島
雄
三 

 

１
９
５
７
年 
 
 
 

２ 

④
砂
の
器 

 
 
 

野
村
芳
太
郎 
１
９
７
４
年 

 
 
 

２ 
 

④
青
春
の
殺
人
者 

長
谷
川
和
彦 
１
９
７
６
年 

 
 
 

２ 

④
ツ
ィ
ゴ
イ
ネ
ル
ワ
イ
ゼ
ン 

鈴
木
清
順 
１
９
８
０
年 

２ 

④
百
円
の
恋 

 
 

武
正
晴 

 
 

２
０
１
４
年 

 
 
 

２ 

  
 

寄
稿
者
１
８
名
、
ベ
ス
ト
３
（
順
不
同
）
の
中
か
ら
最
も
多
い
票
が
⒌
票 

の
『
東
京
物
語
』
以
下
２
票
の
『
百
円
の
恋
』
ま
で
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。 

 

想
定
内
と
言
え
ば
、
失
礼
に
あ
た
る
が
、
や
は
り
『
東
京
物
語
』
を

ト
ッ
プ
に
、
ズ
ラ
リ
５
０
年
代
の
名
作
が
上
位
を
占
め
た
。
小
津
、
黒

澤
、
成
瀬
、
川
島
た
ち
の
映
画
を
凌
駕
す
る
作
品
は
、
出
て
こ
な
い
の

だ
ろ
う
か
？
名
匠
た
ち
の
評
価
は
個
別
の
コ
メ
ン
ト
に
ゆ
だ
ね
る
と

し
て
、
④
に
な
っ
て
や
っ
と
７
０
年
代
以
降
の
作
品
が
顔
を
見
せ
て
い

る
。
何
と
言
っ
て
も
、『
青
春
の
殺
人
者
』
の
出
現
は
、
映
画
フ
ァ
ン

に
と
っ
て
衝
撃
的
な
出
来
事
だ
っ
た
。
あ
の
こ
ろ
は
、
監
督
も
、
役
者

も
、
観
客
も
み
ん
な
尖
が
っ
て
い
た
。
ま
た
、『
ツ
ィ
ゴ
イ
ネ
ル
ワ
イ

ゼ
ン
』
の
封
切
り
は
東
京
の
仮
設
ド
ー
ム
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
全
国
か

ら
映
画
狂
た
ち
が
、
ド
ー
ム
ま
で
出
掛
け
た
も
の
だ
。（
私
も
そ
の
一

人
）
あ
の
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
映
画
に
対
す
る
、
熱
狂
は
何
だ
っ
た
ん

だ
ろ
う
。
あ
れ
か
ら
３
５
年
が
経
っ
て
『
百
円
の
恋
』。
ス
ケ
ー
ル
は

ぐ
っ
と
小
さ
く
な
っ
た
が
、
結
局
勝
負
ど
こ
ろ
は
、
ど
こ
ま
で
人
間
が

描
け
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。 

   

今
回
も
、

多
く
の
皆
さ

ん
に
寄
稿
し

て
い
た
だ
い

た
。
ま
ず
は
、

お
礼
を
申
し

上
げ
た
い
。

同
時
に
、「
３

本
に
絞
れ
！
と
は
酷
だ
」
と
か
、「
む
し
ろ
１
本
と
言
わ
れ
た
方
が
、

覚
悟
が
出
来
た
」
と
か
、
様
々
な
苦
言
を
い
た
だ
い
た
。
編
集
部
と
し

て
大
い
に
反
省
し
な
が
ら
、
今
後
よ
り
多
く
の
寄
稿
者
に
賛
同
し
て
い

た
だ
け
る
企
画
を
考
え
て
い
き
た
い
。 
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伊
藤
英
子 

津
市
文
化
協
会
理
事 

 
①
東
京
物
語  

 
 
 
 
 

小
津
安
二
郎 

松
竹 

１
９
５
３
年 

②
ツ
ィ
ゴ
イ
ネ
ル
ワ
イ
ゼ
ン 

鈴
木
清
順 

シ
ネ
マ
・
プ
ラ
セ
ッ
ト 

１
９
８
０
年 

③
そ
し
て
父
に
な
る 

 
 
 
 
 
 

是
枝
裕
和 

ギ
ャ
ガ 

２
０
１
３
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

①
１
９
５
３
年
の
作
品
は
、
日
本
が
よ
う
や
く
復
興
を
と
げ
高
度
成
長

期
に
向
か
う
時
代
。 

年
齢
を
重
ね
て
こ
の
映
画
の
良
さ
が
よ
り
解
る
よ
う
に
な
り
、
尾
道

と
い
う
舞
台
が
わ
た
し
の
両
親
を
思
い
起
こ
す
。
家
族
の
在
り
方
を

し
み
じ
み
と
感
じ
さ
せ
、
現
代
も
課
題
と
な
り
色
あ
せ
な
い
。 

②
１
９
８
０
年
の
作
品
。
題
名
と
共
に
鮮
や
か
に
、
そ
の
シ
ュ
ー
ル
な

画
面
が
甦
る
。
ざ
わ
ざ
わ
と
心
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
不
思
議
な
作
品
で
あ

る
。
監
督
も
最
近
亡
く
な
っ
た
が
、
藤
田
敏
八
監
督
も
俳
優
と
し
て
、

原
田
芳
雄
・
大
谷
直
子
・
大
楠
道
代
、
一
人
ひ
と
り
存
在
感
が
あ
る
。 

③
２
０
１
３
年
の
作
品
。
現
代
の
家
族
・
社
会
現
象
を
語
ら
せ
て
追
従

を
許
さ
な
い
。
２
０
０
４
年
第
５
７
回
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
で
最
年

少
の
最
優
秀
男
優
賞
（
柳
楽
優
弥
）
『
誰
も
知
ら
な
い
』
以
来
そ
の

主
題
に
注
目
し
て
、
是
枝
監
督
の
作
品
は
全
て
見
て
き
た
。
『
そ
し

て
父
に
な
る
』
は
、
福
山
雅
治
が
演
技
開
眼
し
た
と
思
う
。 

井
上
静
夫 

同
人
誌
主
宰 

 

①
ツ
ィ
ゴ
イ
ネ
ル
ワ
イ
ゼ
ン 

鈴
木
清
順 

シ
ネ
マ
・
プ
ラ
セ
ッ
ト 

１
９
８
０
年 

②
ヴ
ァ
イ
ブ
レ
ー
タ       

廣
木
隆
一 

シ
ネ
カ
ノ
ン 

２
０
０
３
年 

③
無
能
の
人 

 
 
 
 
 

 

竹
中
直
人 

松
竹
富
士 

１
９
９
１
年 

 

日
本
映
画
ベ
ス
ト
３
と
く
れ
ば
、
小
津
・
黒
澤
・
溝
口
な
ど
に
代
表

さ
れ
る
黄
金
期
の
作
品
が
入
る
の
が
当
然
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
は

敢
え
て
そ
れ
以
外
の
作
品
で
ま
と
め
て
み
た
。 

①
は
極
彩
色
の
映
像
の
中
に
生
と
死
、
夢
と
現
、
過
去
と
現
在
が
ご
ち

ゃ
ま
ぜ
に
な
っ
て
展
開
さ
れ
、
摩
訶
不
思
議
な
鈴
木
清
順
美
学
が
炸

裂
す
る
作
品
。
静
か
な
る
狂
気
が
妖
し
く
全
編
を
貫
い
て
い
る
。 

②
は
孤
独
な
男
と
女
が
擦
れ
合
い
、
軋
み
、
再
生
す
る
さ
ま
を
繊
細
に

描
き
、
仏
映
画
の
よ
う
な
タ
ッ
チ
に
な
っ
て
い
る
。
寺
島
し
の
ぶ
と

大
森
南
朋
の
演
技
は
も
ち
ろ
ん
、
映
像
と
音
楽
も
い
い
。 

③
は
つ
げ
義
春
ワ
ー
ル
ド
を
デ
ィ
テ
ー
ル
に
至
る
ま
で
こ
だ
わ
り
ぬ

い
た
映
画
。
が
ん
ば
ら
な
い
、
が
ん
ば
れ
な
い
人
に
お
ス
ス
メ
す
る

味
わ
い
深
い
作
品
。
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
も
注
目
。 

こ
の
他
、
私
的
に
は
、『
眠
り
姫
』（
七
里
圭
）、『
カ
フ
カ
・
田
舎
医

者
』（
山
村
浩
二
）、『u

n
d

o

』(

岩
井
俊
二)

な
ど
も
好
み
で
あ
る
。 
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大
杉
啓
二 

彼
岸
花
映
画
祭
実
行
委
員
会 

 
①
東
京
物
語  

 

小
津
安
二
郎 

 

松
竹 

１
９
５
３
年 

②
晩
春  

 
 
 

小
津
安
二
郎 

 

松
竹 

１
９
４
９
年 

③
麦
秋 

 
 
 

 

小
津
安
二
郎 

 

松
竹 

１
９
５
１
年 

 

①
『
東
京
物
語
』
は
、
日
本
の
平
凡
な
一
家
の
盛
夏
の
出
来
事
を
通
し

て
、
親
子
の
問
題
、
人
生
の
無
常
、
家
族
の
崩
壊
と
い
う
人
間
が
避

け
る
こ
と
の
で
き
な
い
運
命
を
淡
々
と
描
い
て
い
る
小
津
監
督
の

最
高
傑
作
。「
映
画
史
上
最
高
の
作
品
ト
ッ
プ
テ
ン
」
に
お
い
て
２

０
１
２
年
に
監
督
部
門
で
１
位
。 

②
『
晩
春
』
は
、
野
田
高
梧
と
の
共
同
脚
本
、
笠
智
衆
の
父
親
役
、
原

節
子
の
娘
役
、
ロ
ー
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
独
自
の
撮
影
ス
タ
イ
ル
な
ど

「
小
津
調
」が
完
成
さ
れ
、
娘
の
結
婚
と
家
族
の
関
係
は
、そ
の
後
、

小
津
監
督
が
多
く
の
作
品
で
描
く
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。 

③
『
麦
秋
』
は
、
結
婚
適
齢
期
を
過
ぎ
た
娘
の
結
婚
を
機
に
、
老
夫
婦
、

兄
夫
婦
と
同
居
の
大
家
族
が
離
れ
離
れ
に
な
っ
て
い
く
様
子
が
描

か
れ
て
い
る
。
人
も
家
族
も
変
化
し
留
ま
る
こ
と
は
で
き
ず
、
小
津

監
督
は
、
こ
の
映
画
で
輪
廻
と
い
う
か
無
常
と
い
う
か
そ
う
い
う
も

の
を
描
き
た
い
と
語
っ
て
い
る
。 

 

結
局
、
私
が
選
出
し
た
日
本
映
画
歴
代
ベ
ス
ト
３
は
、
小
津
監
督
の

「
紀
子
三
部
作
」
と
な
っ
た
。 

太
田
義
幸 

通
り
す
が
り
の
映
画
好
き 

 

①
羅
生
門               

黒
澤
明 

大
映 

１
９
５
０
年 

②
パ
ッ
チ
ギ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

井
筒
和
幸 

シ
ネ
カ
ノ
ン 

２
０
０
５
年 

③
秒
速
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

新
海
誠 

コ
ミ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
ブ 

２
０
０
７
年 

 

①
自
分
を
都
合
よ
く
見
せ
よ
う
と
嘘
を
つ
く
人
間
の
醜
い
部
分
を
こ

れ
で
も
か
と
見
せ
つ
け
な
が
ら
も
、
最
後
の
百
姓
の
行
動
で
、
や
っ

ぱ
り
人
間
を
信
じ
て
み
よ
う
と
示
す
こ
の
映
画
は
素
晴
ら
し
い
。 

②
怒
涛
の
青
春
物
語
。
恋
に
も
、
大
人
に
な
る
に
も
障
害
が
つ
き
も
の
。

そ
れ
に
対
し
て
、
と
に
か
く
正
面
か
ら
ぶ
ち
当
た
れ
。
１
９
６
０
年

代
の
京
都
が
舞
台
だ
が
、
い
つ
の
時
代
で
も
、
ど
こ
で
あ
っ
て
も
変

わ
ら
な
い
物
語
。
ラ
ス
ト
の
イ
ム
ジ
ン
河
に
は
涙
が
溢
れ
出
た
。 

③
こ
の
よ
う
な
初
恋
は
未
経
験
だ
が
、
果
た
し
て
初
恋
の
成
就
が
幸
せ

か
ど
う
か
。
男
性
と
女
性
と
で
は
初
恋
に
対
す
る
思
い
は
違
う
の
か
。

登
場
人
物
は
タ
カ
キ
と
ア
カ
リ
。
こ
の
作
品
が
作
ら
れ
る
前
に
生
ま

れ
た
私
の
子
供
も
タ
カ
キ
と
ア
カ
リ
。
こ
れ
は
奇
跡
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。 
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小
林
竜
雄 

脚
本
家 

 
①
青
春
の
殺
人
者      

長
谷
川
和
彦 

今
村
プ
ロ
・
Ａ
Ｔ
Ｇ 

１
９
７
６
年 

②
初
恋
・
地
獄
篇      

羽
仁
進 

Ａ
Ｔ
Ｇ 

１
９
６
８
年 

③
東
京
戦
争
戦
後
秘
話  

大
島
渚 

創
造
社
・
Ａ
Ｔ
Ｇ 

１
９
７
０
年 

 

 

私
は
ア
メ
リ
カ
ン
・
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
と
Ａ
Ｔ
Ｇ
映
画
で
映
画
へ
の
感

性
を
磨
い
て
き
た
。
新
宿
に
あ
っ
た
新
宿
文
化
と
池
袋
の
文
藝
地
下
、

銀
座
の
並
木
座
は
〝
私
の
大
学
〟
で
あ
っ
た
。 

①
既
成
の
脚
本
の
ト
書
き
「
太
郎
、
走
る
」
と
い
っ
た
書
き
方
に
ず
っ

と
違
和
感
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
こ
の
田
村
孟
の
脚
本
は
「
太
郎
は
走

る
」
と
な
っ
て
小
説
風
に
書
い
て
あ
っ
た
。
こ
れ
な
ら
書
け
る
と
初

め
て
の
長
編
脚
本
に
挑
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。
話
は
同
世
代
の
若
者
の

切
実
な
話
で
映
画
で
は
カ
ッ
ト
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
興
味
深
く
完
成

度
は
脚
本
の
方
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
だ
が
、
若
者
が
父
母
殺
害

の
後
、
す
ぐ
泣
い
て
反
省
す
る
の
は
ど
う
か
。
頭
が
真
っ
白
に
な
っ

て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
何
度
も
見
て
い
る
う
ち
に
気
づ
い
た
こ
と

だ
っ
た
。 

②
高
校
２
年
の
時
、
新
宿
文
化
で
見
た
。
隠
し
て
い
た
自
分
の
恥
部
を

覗
か
れ
た
よ
う
な
衝
撃
が
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
何
度
も
見
て
い
る
。

心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
登
場
す
る
の
は
初
め
て
だ
ろ
う
。
Ｔ
Ｂ
Ｓ
で

長
く
一
緒
に
仕
事
を
し
た
プ
ロ
デ
ュ
―
サ
ー
も
こ
の
作
品
に
魅
了

さ
れ
て
封
切
り
時
に
二
度
も
見
た
と
い
っ
て
い
た
。
映
画
を
作
り
た

い
と
思
っ
た
作
品
で
あ
っ
た
。
後
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
若
者
番
組
で
発
表
し

た
１
６
ミ
リ
の
短
編
映
画
の
歌
謡
曲
の
入
れ
方
は
も
ろ
羽
仁
演
出

の
影
響
で
あ
っ
た
。 

③
脚
本
を
佐
々
木
守
と
書
い
た
原
正
孝
（
の
ち
将
人
）
は
一
歳
上
の
麻

布
高
校
を
出
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
原
の
作
っ
た
予
告
編
が
出
色
で
あ

る
。
主
演
の
後
藤
和
夫
は
８
ミ
リ
映
画
を
作
っ
て
い
た
都
立
の
竹
早

高
校
の
高
校
生
だ
っ
た
。
私
は
後
藤
と
同
い
年
で
都
立
北
園
高
生
で

あ
っ
た
が
、
あ
の
大
島
渚
と
一
緒
に
映
画
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
彼

ら
が
眩
し
か
っ
た
。
彼
ら
は
私
た
ち
の
世
代
の
最
初
の
表
現
者
だ
っ

た
（
後
に
原
主
導
で
後
藤
と
私
は
映
画
雑
誌
を
作
っ
た
）
。
作
品
は

若
者
の
虚
無
を
通
し
て
７
０
年
頃
の
空
白
感
を
よ
く
描
い
て
い
た
。

こ
れ
を
経
な
け
れ
ば
絶
望
感
に
満
ち
た
『
儀
式
』
は
な
か
っ
た
だ
ろ

う
。 

 

安
井 

文 

謎
の
美
女 

①
東
京
物
語 

 

小
津
安
二
郎 

松
竹 

１
９
５
３
年 

②
百
円
の
恋 

 

武
正
晴 

S
P

O
T

T
E

D
 P

R
O

D
U

C
T

IO
N

S
 

２
０
１
４
年 

③
幕
末
太
陽
傳 

川
島
雄
三 

日
活 

１
９
５
７
年 

 

ベ
ス
ト
３
の
選
出
は
な
か
な
か
に
難
し
い
。
悩
ん
だ
末
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

購
入
し
て
お
り
、
折
に
触
れ
て
観
て
い
る
作
品
を
選
び
ま
し
た
。
人
間

の
多
面
性
や
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
関
係･･･

そ
う
い
っ
た
も
の
を
こ

の
三
作
品
か
ら
、
い
つ
も
学
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。 
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谷
口 

晃 

脚
本
家 

 
①
復
讐
す
る
は
我
に
あ
り 

今
村
昌
平 

松
竹 

１
９
７
９
年 

②
浮
雲 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

成
瀬
巳
喜
男 

東
宝 

１
９
５
５
年 

 

③
い
つ
か
読
書
す
る
日 

 
 

緒
方
明 

ス
ロ
ー
ラ
ー
ナ
ー 

２
０
０
５
年 

 ①
主
人
公
は
、
実
在
し
た
連
続
殺
人
犯
西
口
彰
が
モ
デ
ル
。
映
画
で
は
榎
津
巌

（
え
の
き
づ
い
わ
お
）
で
あ
る
が
、
原
作
の
佐
木
隆
三
は
カ
ポ
ー
テ
ィ
の
『
冷

血
』
を
意
識
し
て
書
い
た
と
い
う
。
榎
津
の
緒
方
拳
、
父
親
の
三
国
連
太
郎
、

母
親
の
ミ
ヤ
コ
蝶
々
、
嫁
の
倍
賞
美
津
子
の
出
来
が
素
晴
ら
し
く
、
今
村
作

品
中
で
も
特
に
傑
作
に
数
え
ら
れ
る
出
来
栄
え
で
あ
る
。
ラ
ス
ト
で
父
親
が

息
子
に
会
い
に
来
る
シ
ー
ン
。
父
親
「
ヌ
シ
に
ゃ
ワ
シ
を
殺
せ
ん
、
ヌ
シ
は
な

ん
の
恨
み
の
な
か
人
し
か
殺
せ
ん
」
、
息
子
は
父
親
の
顔
に
く
っ
つ
く
ば
か
り

に
近
付
け
、
腹
の
底
か
ら
搾
り
出
す
声
で
「
殺
し
た
か
・
・
あ
ん
た
を
・
・
殺

し
た
か
」
近
親
憎
悪
の
凄
さ
が
観
る
も
の
を
圧
倒
し
た
。 

②
林
芙
美
子
の
小
説
が
原
案
で
あ
る
が
、
水
木
洋
子
の
脚
本
、
成
瀬
巳
喜
男
監

督
の
三
人
で
傑
作
と
な
っ
た
。
戦
中
、
戦
後
の
世
相
に
翻
弄
さ
れ
る
ゆ
き
子

（
高
峰
秀
子
）
と
富
岡
憲
吾
（
森
雅
之
）
の
愛
憎
が
哀
れ
で
あ
る
。 

③
平
凡
な
地
方
小
都
市
の
、
平
凡
な
日
常
的
な
恋
の
お
話
し
。
牛
乳
配
達
を
し

て
い
る
５
０
過
ぎ
の
大
場
美
奈
子
（
田
中
裕
子
）
と
、
市
役
所
に
勤
め
て
い
る

同
級
生
の
高
梨
槐
多
（
岸
部
一
徳
）
の
秘
め
た
る
恋
。
現
代
の
世
相
を
嵌
め
込

ん
で
、
健
気
に
生
き
て
い
る
市
井
の
人
を
描
い
て
佳
作
で
あ
る
。
脚
本
家
・
青

木
研
次
の
力
が
す
が
す
が
し
い
。 

十
河 

進 

映
画
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト 

 

①
浮
雲 

 
 
 

成
瀬
巳
喜
男 

 

東
宝 

 

１
９
５
５
年 

②
幕
末
太
陽
傳 

川
島
雄
三 

 
 

日
活 

 

１
９
５
７
年 

③
秋
津
温
泉 

 

吉
田
喜
重 

 
 

松
竹 

 

１
９
６
２
年 

 

①
初
め
て
見
た
の
は
、
半
世
紀
ほ
ど
前
。
胸
に
焼
け
た
鉄
を
押
し
あ
て

ら
れ
た
気
が
し
た
。
怖
く
て
、
そ
の
後
、
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
四

十
半
ば
で
再
度
見
て
、
や
は
り
熱
く
焼
け
た
鉄
の
塊
を
押
し
当
て
ら

れ
た
気
が
し
た
。
こ
の
映
画
を
越
え
る
作
品
は
出
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。 

②
川
島
雄
三
監
督
作
品
は
失
敗
作
も
含
め
て
ど
れ
も
好
き
で
す
が
、
日

活
時
代
の
も
の
に
は
失
敗
作
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
活
最
後
の
作
品
が

こ
れ
。
文
句
な
し
の
お
も
し
ろ
さ
。
若
尾
文
子
と
組
ん
だ
大
映
作
品

も
い
い
で
す
ね
。
娼
婦
や
悪
女
ば
か
り
や
っ
て
い
る
。 

③
「
お
め
お
め
と
、
ま
た
秋
津
か
」
と
い
う
セ
リ
フ
の
お
か
げ
で
、
二

十
代
と
三
十
代
を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
川
島
監
督
が
愛

唱
し
た
「
花
に
嵐
の
た
と
え
も
あ
る
ぞ
。
サ
ヨ
ナ
ラ
だ
け
が
人
生
だ
」

の
フ
レ
ー
ズ
も
、
高
校
生
の
時
に
こ
の
映
画
で
知
り
ま
し
た
。
ホ
ン

ト
は
井
伏
鱒
二
が
漢
詩
を
訳
し
た
も
の
で
す
が
。 
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西
松 

優 

日
本
映
画
研
究
者 

 
①
生
き
る 

  
 

黒
澤 

明 
 

 
 

東
宝 

 

１
９
５
２
年 

②
七
人
の
侍 

 
 

黒
澤 

明 
 

 
 

東
宝 

 

１
９
５
４
年 

③
東
京
物
語 

 

小
津 

安
二
郎 

 

松
竹 

 

１
９
５
３
年 

 

①
は
、「
生
き
る
と
は
何
か
」
を
私
に
強
烈
に
突
き
付
け
た
。
会
社
生

活
で
仕
事
に
悩
ん
で
い
た
３
０
代
に
こ
の
映
画
に
出
会
い
、
自
分
の

そ
の
時
の
境
遇
・
地
点
で
自
分
の
目
標
を
設
け
、
最
大
限
努
力
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
苦
し
い
時
に
は
何
度
も
見

て
、
元
気
づ
け
ら
れ
た
。
今
も
私
の
心
の
糧
で
、
恩
人
だ
。 

②
・
③
は
甲
乙
つ
け
が
た
い
日
本
映
画
の
最
高
峰
だ
。
②
は
骨
太
な
ス

ト
ー
リ
ー
、
７
人
の
人
物
造
形
の
素
晴
ら
し
さ
、
リ
ア
ル
な
戦
闘
シ

ー
ン
の
迫
力
が
印
象
に
残
る
。
特
に
矜
持
・
や
さ
し
さ
・
統
率
力
を

兼
ね
備
え
た
勘
兵
衛
、
ス
ト
イ
ッ
ク
な
剣
の
達
人
久
蔵
に
魅
力
を
感

ず
る
。 

③
は
３
０
代
か
ら
何
度
も
見
て
い
る
が
、
見
る
年
齢
に
よ
り
寄
り
添
う

立
ち
位
置
が
変
わ
っ
て
き
た
。
家
族
の
変
貌
、
親
と
子
、
夫
婦
、
老

い
と
死
等
を
静
的
に
冷
静
に
描
く
が
、
心
に
鋭
く
突
き
刺
さ
っ
て
く

る
。
最
後
の
周
吉
の
姿
に
寂
し
さ
が
滲
み
出
て
い
て
切
な
い
。
３
本

と
も
私
が
幼
少
期
の
作
品
だ
。 

私
の
青
春
時
代
以
降
の
作
品
で
は
、
『
砂
の
器
』、
『
幸
福
の
黄
色
い

ハ
ン
カ
チ
』、『
さ
び
し
ん
ぼ
う
』
を
あ
げ
た
い
。 

藤
田 

明 

映
画
評
論
家 

 

①
残
菊
物
語 

 
 
 

溝
口
健
二 

 

松
竹 

 

１
９
３
９
年 

②
限
り
な
き
前
進 

 

内
田
吐
夢 

 

日
活 

 

１
９
３
７
年 

③
妻
は
告
白
す
る 

 

増
村
保
造 

 

大
映 

 

１
９
６
１
年 

 

①
は
何
回
も
見
た
が
、
京
都
の
文
化
博
物
館
で
は
号
泣
寸
前
に
。
長
回

し
も
新
鮮
、
献
身
の
深
い
真
実
に
突
き
当
た
っ
た
。
英
国
の
ト
ッ
プ

テ
ン
で
名
声
が
上
昇
し
た
時
期
を
も
思
い
起
こ
す
。 

②
の
原
案
は
小
津
安
二
郎
。
ク
ビ
同
然
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
発
狂
へ
。

１
９
３
５
年
前
後
、
社
会
的
関
心
も
並
み
で
は
な
か
っ
た
小
津
の
結

語
で
あ
る
。
松
竹
に
拒
ま
れ
、
日
中
戦
争
行
き
で
内
田
吐
夢
が
引
き

継
い
だ
。
現
存
フ
ィ
ル
ム
は
欠
損
だ
ら
け
な
が
ら
、
ど
の
小
津
作
品

よ
り
珍
重
し
た
い
小
津
・
内
田
の
合
作
的
逸
品
で
あ
る
。 

③
の
初
見
は
公
開
時
、
客
も
ま
ば
ら
な
津
の
曙
座
。
若
尾
文
子
を
通
し

て
の
戦
後
日
本
女
性
像
に
身
の
毛
も･･

･

の
感
。
同
人
誌
に
激
賞
の

一
文
を
記
し
、
大
映
京
都
撮
影
所
で
本
人
に
手
渡
し
た
と
こ
ろ
，「
ぼ

く
に
は
初
期
の
仕
事
も
あ
っ
て
…
」
と
の
反
応
。
監
督
自
身
、
照
れ

て
い
た
の
で
は
、
と
今
に
し
て
思
う
。 
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水
野
圭
次
郎 

菰
野
ふ
る
さ
と
映
画
塾
Ｏ
Ｂ 

 
①
カ
ン
タ
！
テ
ィ
モ
ー
ル 

 
 
 

広
田
奈
津
子 

自
主
作
品 

２
０
１
２
年 

 

②
ス
ケ
ッ
チ
・
オ
ブ
・
ミ
ャ
ー
ク 

大
西
功
一 

太
秦 

２
０
１
２
年 

③
百
円
の
恋 

 
 
 
 

武
正
晴 

S
P

O
T

T
E

D
 P

R
O

D
U

C
T

IO
N

S
 

２
０
１
４
年 

 

①
愛
知
生
ま
れ
、
南
山
大
学
ス
ペ
イ
ン
語
科
卒
の
広
田
奈
津
子
さ
ん
の
初
監
督

作
品
。
環
太
平
洋
の
先
住
民
族
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
監
督
が
、
東
テ
ィ
モ

ー
ル
を
訪
れ
、
ア
レ
ッ
ク
ス
と
い
う
ギ
タ
ー
の
弾
き
語
り
を
し
て
い
る
男
性

の
歌
に
心
を
惹
か
れ
、
彼
の
歌
に
の
せ
て
そ
の
島
の
壮
絶
な
歴
史
か
ら
独
立

後
の
現
代
ま
で
を
映
し
出
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
。
震
災
後
の
日
本

人
の
生
き
方
に
も
参
考
に
な
る
映
画
で
す
。 

②
ア
ジ
ア
系
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
数
多
く
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
久
保
田
麻
琴

が
原
案
を
出
し
、
自
ら
沖
縄
の
宮
古
諸
島
を
訪
れ
、
琉
球
民
謡
と
は
別
の
、

神
々
へ
の
信
仰
や
厳
し
い
島
の
暮
ら
し
か
ら
生
ま
れ
た
「
ア
ー
グ
」「
神
歌
」

と
い
う
極
め
て
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
唄
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
。
宮
古
諸
島
の
集
落
で
ひ
っ
そ
り
と
口
承
で
歌
い
継
が
れ
て
来
た
こ
れ

ら
の
唄
は
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
受
け
継
ぐ
者
が
少
な
く
な
り
、
今
、
記
録

に
留
め
て
お
か
な
い
と
消
え
て
し
ま
う
貴
重
な
伝
統
芸
能
な
の
で
す
。 

③
３
２
歳
で
引
き
こ
も
り
の
自
堕
落
な
女
が
ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム
の
前
を
通
り
か

か
り
、
ス
ト
イ
ッ
ク
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
る
男
に
心
を
奪
わ
れ
、
ず

っ
と
負
け
犬
だ
っ
た
自
分
の
人
生
を
ひ
っ
く
り
返
す
た
め
に
自
ら
も
ボ
ク
シ

ン
グ
を
始
め
、
の
め
り
込
ん
で
い
く
姿
を
描
い
た
も
の
。
主
人
公
の
安
藤
サ

ク
ラ
の
変
わ
り
っ
ぷ
り
と
新
井
浩
文
の
淡
々
と
し
た
演
技
に
惹
き
込
ま
れ
、

人
生
誰
で
も
本
気
に
な
れ
ば
何
と
か
な
る
ん
だ
と
思
わ
せ
て
く
れ
る
作
品
。 

田
中 

忍 

三
重
フ
ェ
ス
会
長 

 

①
東
京
物
語 

 

小
津
安
二
郎 

 
 

 
 
 
 

松
竹 

 

１
９
５
３
年 

②
砂
の
器 

 
 

野
村
芳
太
郎 

 
 

 
 
 
 

松
竹 

 

１
９
７
４
年 

③
ｋ
ｅ
ｉ
ｋ
ｏ 

ク
ロ
ー
ド
・
ガ
ニ
オ
ン 

Ａ
Ｔ
Ｇ 

１
９
７
９
年 

 

独
身
の
時
、
親
に
な
っ
た
時
、
そ
し
て
父
を
亡
く
し
た
時
、
①
を
観

る
機
会
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
感
動
が
異
な
っ
た
。
映
画
は
普
遍
的
な

家
族
の
表
情
を
描
き
変
わ
っ
て
い
な
い
の
に
…
。
変
わ
っ
た
の
は
私
自

身
だ
。
年
を
取
り
経
験
も
増
え
た
か
ら
だ
ろ
う
、
思
い
入
れ
を
す
る
部

分
が
違
っ
た
。
そ
し
て
小
津
が
亡
く
な
っ
た
年
齢
に
私
は
近
づ
い
て
い

る
。 ②

の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
、「
ピ
ア
ノ
と
管
弦
楽
の
た
め
の
組
曲
『
宿

命
』」
が
流
れ
る
ス
ク
リ
ー
ン
。
そ
こ
に
映
し
出
さ
れ
る
の
は
、
日
本

の
美
し
い
四
季
。
そ
し
て
、住
処
を
追
い
出
さ
れ
放
浪
す
る
父
と
息
子
。

親
子
の
絆
は
生
涯
切
れ
る
こ
と
は
な
い
と
切
実
に
謳
い
あ
げ
た
映
像

詩
が
素
晴
ら
し
い
。 

大
学
生
時
代
、
撮
影
現
場
を
見
た
③
。
少
人
数
の
ス
タ
ッ
フ
で
、
怪

し
い
外
国
人
が
カ
メ
ラ
を
構
え
、
ど
こ
に
で
も
い
る
お
姉
さ
ん
た
ち
を

撮
影
し
て
い
た
。
映
画
を
観
た
ら
ビ
ッ
ク
リ
！
日
常
、
生
活
す
る
呼
吸

が
ス
ク
リ
ー
ン
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
。
演
技
を
し
て
い
な
い
と
思
わ
せ

る
演
出
に
脱
帽
し
、
い
つ
ま
で
も
こ
の
世
界
に
い
た
か
っ
た
。 
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吉
村
英
夫  

映
画
評
論
家 

  
①
近
松
物
語 

 
 
 
  
 
 
 
 

溝
口
健
二 

大
映 

１
９
５
４
年 

  

②
七
人
の
侍 

 
 
 
  
 
 
 
 

黒
澤 

 

明 

東
宝 

１
９
５
４
年 

  

③
た
そ
が
れ
静
兵
衛 

 

山
田
洋
次 

松
竹 

２
０
０
２
年 

 
 

新
世
紀
作
品
に
、
心
動
か
さ
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
に
愕

然
と
す
る
。
近
年
の
作
品
を
評
価
す
る
能
力
と
感
性
の
衰
退
で
あ
れ
ば

よ
い
の
だ
が
。
青
年
期
に
感
銘
を
受
け
た
も
の
ば
か
り
が
思
い
浮
か
ぶ
。

思
案
の
あ
げ
く
時
代
劇
を
三
本
、
序
列
な
し
で
。『
近
松…

』
の
舟
の

上
の
愛
の
シ
ー
ン
と
、
ラ
ス
ト
の
香
川
京
子
の
毅
然
と
し
た
愛
に
殉
ず

る
姿
の
気
高
さ
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。『
七
人
の
侍
』
の
、
勝
者
は
百
姓

だ
と
の
台
詞
が
吐
き
出
さ
れ
る
ま
で
の
全
編
の
動
感
は
、
映
画
史
上
未

踏
の
も
の
で
あ
ろ
う
。『
た
そ
が
れ…

』
は
、
江
戸
期
の
下
級
武
士
の

貧
し
い
生
活
を
リ
ア
ル
に
、
し
か
し
誇
り
高
く
描
く
こ
と
で
、
わ
れ
ら

末
裔
も
ま
た
生
き
る
力
を
分
か
ち
与
え
ら
れ
る
。
以
上
三
本
で
は
意
を

尽
く
せ
な
い
の
で
、次
の
七
人
七
作
を
挙
げ
る
。小
津
安
二
郎『
麦
秋
』、

木
下
恵
介
『
女
の
園
』、
熊
井
啓
『
海
と
毒
薬
』、
小
林
正
樹
『
人
間
の

条
件
』、
周
防
正
行
『
そ
れ
で
も
ボ
ク
は
や
っ
て
な
い
』、
降
旗
康
男
『
ホ

タ
ル
』、
成
瀬
巳
喜
男
『
浮
雲
』
。 

中
村
藤
生 

ス
タ
ッ
フ 

①
こ
こ
に
泉
あ
り 

今
井 

正 
 
 

独
立
映
画
・
松
竹 

１
９
５
５
年 

岸 

恵
子 

②
浮
雲 

 
 
 
 

成
瀬
巳
喜
男 

東
宝 

１
９
５
５
年 

高
峰
秀
子 

③
赤
い
天
使 

 
 

増
村
保
造 

 
 

大
映 

１
９
６
６
年 

若
尾
文
子 

 

無
理
ム
リ
３
本
選
ん
だ
が
、「
映
画
と
女
優
」
か
ら
３
人
の
女
優
と
自
分
の
好

み
が
自
然
と
合
っ
た
の
か
と
、
並
べ
て
み
て
そ
う
思
っ
た
。
私
に
と
っ
て
ほ
と

ん
ど
の
作
品
の
主
人
公
は
女
優
で
あ
る
。 

①
は
記
憶
を
辿
っ
て
み
る
と
、
幼
少
の
頃 

テ
レ
ビ
な
ぞ
電
気
店
の
客
寄
に(

あ

る
他)

は
珍
し
い
時
代
だ
っ
た
と
思
う
。
そ
の
小
さ
な
画
面
に
二
十
数
人
が
釘

付
け
に
な
っ
て
、
戦
後
十
年
ほ
ど
の
巷
の
一
角
で
耳
と
目
を
凝
ら
し
て
い
た
。

地
方
の
交
響
楽
団
員
が
山
村
を
巡
回
演
奏
す
る
。
そ
の
裏
で
の
生
活
苦
と
団

員
の
あ
つ
れ
き
が
画
面
に
流
れ
た
。
深
く
脳
裏
に
刻
ま
れ
た
の
は
岸 

恵
子
の

ピ
ア
ノ
と
岡
田
英
次
が
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
で
奏
で
る
「
ト
ロ
イ
メ
ラ
イ
」
だ
っ

た 

②
は
十
五
年
程
前
に
初
め
て
観
て
、
淡
々
と
し
た
流
れ
の
中
で
光
と
闇
が
空
気

感
を
伴
っ
て
各
シ
ョ
ッ
ト
を
浮
か
び
上
げ
て
迫
っ
て
き
た
。
最
後
の
屋
久
島

の
シ
ー
ン
は
湿
潤
さ
の
中
で
、
ゆ
き
子
が
水
葬
さ
れ
て
い
く
か
の
よ
う
に
自

分
の
肌
に
感
じ
た
。
出
演
数
多
い
高
峰
だ
が
最
も
き
れ
い
だ
。 

③
白
衣
の
天
使
が
『
赤
い
天
使
』
と
な
っ
て
い
る
。
作
品
に
ピ
タ
リ
と
は
ま
っ
た

タ
イ
ト
ル
だ
。
過
酷
な
戦
場
で
軍
医
は
医
者
だ
が
負
傷
者
を
治
療
出
来
ず
始

末
す
る
だ
け
だ
。
そ
の
苦
し
さ
か
ら
モ
ル
ヒ
ネ
に
頼
り
、
救
い
よ
う
の
な
い

日
々
を
送
る
。
若
尾
演
ず
る
看
護
婦
「
さ
く
ら
」
は
そ
の
名
の
通
り
日
本
の
桜

で
あ
り
、
女
だ
。
そ
の
本
能
的
エ
ロ
ス
で
男
達
を
包
み
、
戦
場
に
い
る
現
実
と

戦
う
貴
重
な
一
本
だ
。 
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林 

久
登 

ス
タ
ッ
フ 

①
竜
馬
暗
殺 

 
 

黒
木
和
雄 

 

Ａ
Ｔ
Ｇ 

１
９
７
４
年 

 
②
青
春
の
殺
人
者 

長
谷
川
和
彦 

今
村
プ
ロ
・
Ａ
Ｔ
Ｇ 

１
９
７
６
年 

③
天
城
越
え 

 
 

三
村
晴
彦 

 

松
竹 

１
９
８
３
年 

 

 

①
は
、
私
が
映
画
に
の
め
り
込
む
き
っ
か
け
に
な
っ
た
作
品
。
高
い
志
を
持
っ

た
歴
史
上
の
人
物
も
一
皮
む
け
ば
、
ド
ジ
で
女
好
き
の
男
で
あ
っ
た
と
喝
破

し
た
黒
木
リ
ア
リ
ズ
ム
に
息
を
呑
ん
だ
。 

②
は
超
寡
作
の
長
谷
川
監
督
（
ゴ
ジ
さ
ん
）
の
処
女
作
。
母
子
相
姦
の
匂
う
市
原

悦
子
と
水
谷
豊
の
か
ら
み
は
衝
撃
だ
っ
た
。
２
０
１
４
年
に
ゴ
ジ
さ
ん
の
地

元
の
広
島
国
際
映
画
祭
が
、
約
４
０
年
ぶ
り
に
彼
に
映
画
を
作
っ
て
も
ら
お

う
と
立
ち
上
が
っ
た
と
聞
い
た
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
。

ま
た
、
幻
か
？ 

③
何
と
い
っ
て
も
遊
女
役
の
田
中
裕
子
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
身
代
わ
り
と
な

っ
た
彼
女
が
護
送
さ
れ
る
小
雨
の
中
、
そ
の
少
年
を
見
つ
け
て
振
り
返
る
シ

ョ
ッ
ト
は
圧
巻
。 

そ
の
他
、
自
分
の
青
春
に
重
ね
合
わ
せ
て
胸
が
震
え
た
『
八
月
の
濡
れ
た
砂
』

（
１
９
７
１
）
。
友
人
が
殺
人
を
犯
し
て
自
首
し
た
夜
、
結
婚
式
を
挙
げ
た
２
人

が
歌
う
「
青
い
鳥
」
は
泣
か
せ
た
『
遠
雷
』（
１
９
８
１
）。
三
菱
銀
行
襲
撃
事
件

を
下
敷
き
に
し
た
高
橋
伴
明
の
傑
作
『
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｏ
（
刺
青
）
あ
り
』（
１
９
８

２
）。
澤
井
信
一
郎
と
荒
井
晴
彦
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
だ
劇
中
劇
『
Ｗ
の
悲
劇
』（
１

９
８
４
）
。
そ
れ
に
、
友
の
裏
切
り
を
痛
切
に
描
い
た
金
秀
吉
の
『
君
は
裸
足
の

神
を
見
た
か
』
（
１
９
８
６
）
。
さ
ら
に
は
、
是
枝
裕
和
の
育
児
放
棄
を
描
い
た

『
誰
も
知
ら
な
い
』
（
２
０
０
４
）
。
等
、
印
象
に
残
っ
て
い
る
作
品
は
多
い
。 

堀
川
慶
治 

ス
タ
ッ
フ 

 

 

①
七
人
の
侍 

 
 
 
 
 
 
 
 

黒
澤
明 

 

東
宝 

１
９
５
４
年 

②
昭
和
残
侠
伝 

人
斬
り
唐
獅
子 

山
下
耕
作 

東
映 

１
９
６
９
年 

 

③
生
き
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

黒
澤
明 

 

東
宝 

１
９
５
２
年 

 

大
学
２
年
の
時
初
め
て
の
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
で
『
荒
野
の
七
人
』
を
観
て
感
動

し
、
原
作
の
①
を
観
た
。
衝
撃
の
力
作
ま
さ
に
完
璧
な
映
画
で
あ
る
。
こ
の
映
画

を
観
る
迄
、
話
題
作
で
あ
る
と
か
、
ま
あ
惰
性
で
映
画
を
観
て
い
た
と
思
い
知

ら
さ
れ
た
。
ど
こ
の
国
の
人
に
も
感
動
を
与
え
る
こ
と
の
で
き
る
、
普
遍
性
を

持
つ
作
品
こ
そ
が
、
傑
作
の
名
に
値
す
る
の
だ
、
と
。
そ
れ
以
降
の
映
画
・
文

学
・
音
楽
な
ど
へ
の
向
き
合
い
方
を
変
え
た
作
品
で
あ
る
。 

②
は
所
謂
ヤ
ク
ザ
映
画
。
何
故
か
好
き
で
殆
ど
全
作
品
を
観
て
い
る
。
そ
の

中
で
、
世
界
に
通
用
す
る
作
品
は
、
と
考
え
た
時
こ
の
映
画
こ
そ
と
感
動
し
た
。

こ
の
作
品
で
、
そ
れ
ま
で
大
根
役
者
と
思
っ
て
い
た
高
倉
健
が
名
優
で
あ
る
と

確
信
し
た
。
彼
は
役
を
演
じ
て
い
る
の
で
は
無
く
、
役
の
人
物(

花
田
秀
次
郎)

に

な
り
き
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
脚
本
は
長
田
紀
生
。
後
に
彼
の
妹
で
あ
る
と
知

っ
た
こ
と
が
、
結
婚
を
決
意
す
る
後
押
し
を
し
た
の
は
間
違
い
無
い
。 

大
学
４
年
の
秋
、
就
職
先
に
悩
ん
で
い
た
時
に
③
を
観
た
。
内
定
中
の
田
舎

の
役
場
か
、
超
一
流
メ
ー
カ
ー
か
。
当
時
役
場
は
給
料
が
そ
の
会
社
の
３
分
の

２
し
か
な
か
っ
た
上
、
所
謂
お
役
所
仕
事
と
称
さ
れ
、
仕
事
も
ツ
マ
ラ
ナ
イ
と

思
わ
れ
て
い
た
。
田
舎
の
役
場
で
も
、
や
り
方
次
第
で
良
い
仕
事
が
で
き
る
、
と

決
断
の
後
押
し
を
し
て
く
れ
た
作
品
で
あ
る
。 
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村
上 

暁 

ス
タ
ッ
フ 

①
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
Ⅲ
め
ぐ
り
あ
い
宇
宙
編 

富
野
喜
幸 

松
竹 

１
９
８
２
年 

②
こ
の
空
の
花 

長
岡
花
火
物
語  

大
林
宣
彦 

Ｐ
Ｓ
Ｃ
、
Ｔ
Ｍ
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト 

２
０
１
１
年 

③
ア
ウ
ト
レ
イ
ジ 

 

北
野
武 

Ｗ
・
Ｂ
映
画
、
オ
フ
ィ
ス
北
野 

２
０
１
０
年 

 

①
小
学
生
だ
っ
た
僕
は
、
寒
い
中
、
映
画
館
の
前
の
長
蛇
の
列
に
加
わ

っ
た
。｢

映
画
館
で
ガ
ン
ダ
ム
が
見
た
い
！｣

。
こ
ん
な
に
見
た
い
映

画
は
初
め
て
だ
っ
た
。 

劇
場
版
三
部
作
の
三
作
目
。
岩
井
俊
二
監
督
を
し
て
、｢

国
宝
級
の

シ
ナ
リ
オ｣

と
絶
賛
さ
せ
た
物
語
。
名
セ
リ
フ
の
数
々
、
少
年
兵
た

ち
の
成
長
、
葛
藤
、
そ
し
て
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
。 

公
開
か
ら
３
５
年
た
っ
た
今
で
も
、
年
に
１
回
は
必
ず
見
る
映
画
。 

②
大
林
宣
彦
監
督
の
映
画
か
ら
１
本
。
天
才
大
林
ワ
ー
ル
ド
満
載
。
全

編
涙
、
ま
た
涙
。
映
画
館
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
残
念
…
。
い

つ
か
大
ス
ク
リ
ー
ン
で
見
た
い
。 

そ
の
他
選
ぶ
と
し
た
ら
『
野
の
な
な
な
の
か
』
『
さ
び
し
ん
ぼ
う
』

『
青
春
デ
ン
デ
ケ
デ
ケ
デ
ケ
』『
理
由
』『
時
を
か
け
る
少
女
』。 

③
北
野
武
監
督
の
映
画
か
ら
１
本
。
暴
力
描
写
の
中
で
、
時
々
ク
ス
ッ

と
笑
え
る
部
分
が
魅
力
的
。 

他
の
作
品
で
好
き
な
も
の
は
、『
そ
の
男
、
凶
暴
に
つ
き
』『
ソ
ナ
チ

ネ
』
『
キ
ッ
ズ
リ
タ
ー
ン
』『
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
‐
Ｂ
Ｉ
』『
Ｄ
ｏ
ｌ
ｌ
ｓ
』

『
Ｂ
ｒ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
』。 

森 

次
男 

ス
タ
ッ
フ 

 

①
七
人
の
侍 

 
 
 

黒
澤
明 

 
 
 
 

東
宝 

１
９
５
４
年 

②
砂
の
器 

 
 
 
 

野
村
芳
太
郎 

 

松
竹 

１
９
７
４
年 

③
仁
義
な
き
戦
い 

 

深
作
欣
二 

 

東
映 

１
９
７
３
年 

 ①
は
、
モ
ノ
ク
ロ
映
画
な
が
ら
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
や
、
ア
ク
シ
ョ

ン
の
映
像
表
現
に
多
大
な
る
革
命
を
起
し
た
。
私
は
、
こ
の
映
画
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
映
画
好
き
に
な
れ
た
と
思
う
。
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク

は
勿
論
だ
が
、
侍
た
ち
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
丁
寧
に
描
か
れ
て
お
り
、

特
に
宮
口
誠
二
が
演
じ
た
沈
着
冷
静
な
侍
が
好
き
だ
。 

②
は
、「
差
別
」
と
い
う
重
い
テ
ー
マ
を
ド
ラ
マ
の
中
核
に
捉
え
な
が

ら
娯
楽
作
品
と
し
て
見
事
に
描
か
れ
た
点
。
特
に
丹
波
哲
郎
が
演
じ

る
ベ
テ
ラ
ン
刑
事
と
、
父
親
役
の
加
藤
嘉
の
鬼
気
迫
る
演
技
に
引
き

込
ま
れ
、
テ
ー
マ
曲
「
宿
命
」
を
聴
く
た
び
に
映
像
が
甦
る
。
１
９

７
０
年
代
を
代
表
す
る
社
会
派
ミ
ス
テ
リ
ー
の
超
傑
作
だ
と
思
う
。 

③
は
、
正
義
と
悪
を
根
底
か
ら
覆
し
、
ワ
ル
が
主
役
に
回
る
実
録
現
代

ヤ
ク
ザ
映
画
。
「
深
作
欣
二
」
と
い
う
映
画
監
督
の
名
を
鮮
烈
に
覚

え
た
作
品
で
あ
る
。 
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